“国内初”クリニックのための“Googleレビューをコントロール仕組み”②
＊《院長からよく耳にする言葉》＊
「この程度のことで迷惑なGoogleレビュー★１がつくなんて」
例えば‥
★１レビュー：例①　―『未来患者を失った瞬間』
▶「急な痛みで予約したのに、電話を待たされたあげくに、断られた。
このクリニックは安い社会保険診療の患者は取りたくない感じ」
♯クリニック側からすると「ただ、予約がいっぱいでお断りしただけなのに」
★1レビュー：例②　―『マイナスの印象を持たれた瞬間』
▶「ここの先生は、腕はいいのでしょうけど、言い方が上から目線で怖い」
♯クリニック側からすると「普通に診断結果を伝えただけなのに」
★1レビュー：例③　―『競合クリニックに患者流出の瞬間』
▶「受付の人は、とっても感じが悪いので、もう行きません！！」
♯クリニック側からすると「普通に会計と次回予約対応しただけなのに」
このような「迷惑★１レビュー」に対しての‥
簡単に「★５レビュー」をつけさせる対応策があります！
今は良くても“患者も世代交代”をしていきます。
つまり、20～30歳代の患者は、それ以上の年齢の患者と違い、スマホで口コミレビューを確認した後に通院するクリニックを選択した後に来院する比率が上がってきます。
「患者は世代交代していく」　5年以内に営業をやめるのであればいいのでしょうが。
そうでなければ、こうした「この程度のこと」への対応力が今から必要とされています。
実際に、アメリカでは2010年ごろから、口コミレビューの影響が出始め、今では必須の対策となっております。「うちは今、予約がたくさん入っているから、めんどうだ」と考えるお気持ちは分かります。その上でお話させてください。レビュー対策は、時間を要します。
「予約が入っている今だからこそ、★５レビューを誘発させやすく対策がしやすい」のです。全国各地に★１～２の影響から急激に患者が減ったといった情報はあふれています。患者が減ってしまうと、★４～５を付けてもらう患者数の絶対数が少ないため、平均星数を上げることが更に難しくなります。口コミ時代の今、早期のレビュー対策が求められていると考えております。
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弊社は2017年から培ってきたビジネスコミュニケーションスキルを基に
“クリニック経営のためのGoogleレビュー対策”を開発しました。
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